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1 1 .1 節 国 際 金 融 市 場 の 内 容 に つ い て 以 下 の 内 容 を 補 遺 と し て 修 正 の 上 ，付 け 加 え ま す 。

こ の 修 正 は 2 0 1 4 年 に 行 わ れ た 国 際 収 支 関 連 統 計 の IMF 国 際 収 支 マ ニ ュ ア ル 第 6 版 に 準

拠 し た も の へ の 移 行 に 伴 う 修 正 で す 。 1 7 9 ペ ー ジ の 第 二 段 落 か ら 1 8 0 ペ ー ジ 第 ２ 段 落 ま

で の 部 分 を 以 下 の よ う に 修 正 し ま す 。  

 
 国際収支は ，  

国際 収 支 ＝ 経 常 収 支 ＋資 本 移 転等 収 支 － 金融 収 支    （ 11.2) 

と定 義 す るこ と が で きる 。
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 金融収支は 金融 取 引 の収 支 で あ り，  

  金 融 収支 ＝ 外 国 への 資 金 供給 － 外 国 から の 資 金需 要  

と定 義 さ れる 。 右 辺 第１ 項 は 日本 か ら の 資金 流 出 （外 国 か ら の証 券 の輸

入 ）を意 味 する 。第 ２項 は ，外 国か ら の 資金 流 入（ 外国 へ の 証券 の 輸 出）

を意 味 す る 。 し た が って ， 金 融収 支 は 自 国の ネ ッ トの 資 金 供 給， あ るい

は対 外 金 融資 産 の 純 増を 意 味 して い る 。  

 経 常 収 支 が 黒 字 の とき 外 国 への ネ ッ ト の資 金 供 給が 生 じ る から ， 金融

収支 も 黒 字 と な る（ 対外 金 融 資産 が 増 加 する ）。逆に 経 常 収 支が 赤 字 のと

き， 外 国 から の ネ ッ トの 資 金 需要 が 生 じ ，金 融 収 支は 赤 字 と なる （ 対外

金融 資 産 が減 少 す る ）。国際 収 支 は経 常 取 引と 金 融 取引 を 合 計 した 収 支で

ある の で ，恒 等 的 に ゼロ に 等 しい 。 な お ，政 府 の 外貨 準 備 は 金融 収 支に

含ま れ る 。  

2015 年 度の 日 本 の 経常 収 支は 18.0 兆 円の 黒 字 ，金融 収 支 は 23.8 兆 円

の赤 字 で ある 。 金 融 収支 の 内 訳は ， 直 接 投資 16.0 兆円 ， 証 券投 資 29.9

兆円 ， そ の 他 投 資 −22.1 兆 円で あ っ た。 対外 資 産 残高 は ， 証 券投 資 423

兆円 ， そ の 他 投 資 180 兆 円 ，直 接 投資 152 兆 円 ，外 貨 準備 149 兆 円 であ

った 。 対 外資 産 残 高 は 949 兆 円， 対 外 負 債残 高 は 609 兆 円 ， 対外 純 資産  

は 339 兆 円 で あ る 。  

 外 国 に 資金 を 供 給 した と き 自国 は 貸 し 手と し て 利子・配 当 を受 け 取 り，

需要 し た とき に は 利 子・ 配 当 を支 払 う 。 これ ら は 資金 貸 借 額 とは 別 に，

自国 と 外 国 の 間 で 受 取り ・ 支 払い が 行 わ れる 。 こ れら 利 子 ・ 配当 な どの

所得 の 受 取額 か ら 支 払額 を 差 し引 い た も のは 第 一 次所 得 収 支 とし て 経常

収支 の 中 に計 上 さ れ る。  
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 経 常 収 支 は ， 貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 ， 第 一 次 所 得 収 支 ， 第 二 次 所 得 収 支 か ら 構 成

さ れ る 。 金 融 収 支 は ， 直 接 投 資 ， 証 券 投 資 ， 金 融 派 生 商 品 ， そ の 他 投 資 ， 外 貨 準

備 か ら 構 成 さ れ る 。 直 接 投 資 は 外 国 で 実 物 資 産 の 購 入 や 工 場 の 建 設 な ど 株 式 を 取

得 し て 現 地 法 人 ・ 視 点 を 設 立 す る こ と な ど を い う 。 証 券 投 資 は ， 株 式 や 債 券 な ど

の 購 入 を い う 。 そ の 他 投 資 は ， 貸 付 や 貿 易 信 用 ， 現 預 金 の 取 得 を い う 。  


